
平成３１年度

黒石市に対する要望事項の回答

黒　石　市



担　当　課

1 くろいし健康マイレージの継続について（新規） 健康推進課
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平成３１年度黒石市に対する要望事項一覧
【　黒石商工会議所　⇒　黒石市　】

要　望　事　項

◆「福祉」

◆「商工業振興」

◆「都市環境」

◆「観光振興」



要
望
事
項
の
内
容

　
　黒石市による「健康都市宣言」（H２７.２.２１）に伴い、生活文化商業部会では平成
２８年度より「くろいし健康マイレージ」の周知及びポイント利用のできる協賛店を募
集するサポート等を行っております。当所発行の「商工くろいし」及び地元の新聞社に
も記事として取り上げられており、少しずつではありますが当所の会員企業等にも周知
がなされております。また、定期健康診断及びガン検診等の受診率も年々向上している
ように感じられます。青森県は４７都道府県で男女ともに、平成29年まで9年連続短命県
ナンバー１という不名誉な記録を更新中であります。県内でも特に黒石市が属する中南
地域のガン死亡率が高いというデータもあります。そこで、当所会員企業等への健康診
断・ガン検診等の受診率の向上並びに健康への意識を高めていくためにも引き続き周知
が必要であると考えます。
　そして、最終的には黒石市民の医療費の削減・国民健康保険税の減税、平均寿命、健
康寿命の向上に繋げていくべきであると考えます。
　このことから黒石市の「健康都市宣言」をより効果的なものにし、黒石市民と黒石市
に拠点をおく事業者の健康と繁栄を目指していくためにも「くろいし健康マイレージ」
を継続事業とし、市民の健康意識向上のために更なる予算措置を施していただくことを
要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　市では、市民の各種健診の受診率向上及び健康づくりの動機付けを図ることを目的
に、平成２７年度からくろいし健康マイレージ事業を実施しています。平成２８年度か
らは、黒石商工会議所生活文化商業部会からご協力をいただき、健康都市宣言協賛店の
店舗数増加・商工会議所会員への事業周知を図ることができました。また、事業への参
加数も年々増加しており、市民の健康づくり意識向上へつながっていると思われます。
　このことから、平成３１年度も引き続き事業を実施し、黒石商工会議所との連携を強
化しながら市の健康づくりを推進していきたいと考えています。

要望事項 １ くろいし健康マイレージの継続について（新規）

担当課・機関名 　健康推進課



要
望
事
項
の
内
容

　
　我が国は世界的に見ても自然災害の多い地域です。平成を振り返ると、阪神・淡路大
震災、東日本大震災などの震災のほか、台風や大雨などの自然災害が全国各地で発生し
ています。ＮＰＯ法人日本防災士会では、減災と社会の防災力向上のための活動とし
て、災害に対する基本的な知識と自らを守るための技術を持った地域住民を育成するた
めに防災士養成講座を各地で開講しており、こうした人材の養成が求められています。
　黒石市においても自主防災組織等の確立など地域防災計画に取り組んでいるところと
思います。災害が発生したときには、家庭、職場、地区等において被害が少しでも軽減
できるように、また企業においてはＣＳＲ（企業の社会的責任）活動を可能にする仕組
みづくりのために必要なものと考えています。
　つきましては、市民と企業、地域の防災力の向上を目指し、一人ひとりのスキルアッ
プを促進するために、防災士養成講座の受講費用に対する助成制度の創設を要望しま
す。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　現在、本市では自主防災組織が、８地区３町内、計１１団体で設立されており、それ
ぞれの団体において防災訓練や防災資機材の整備を行うなど、災害時に備えた取り組み
が積極的に実践されております。しかしながら、防災士の方が所属する団体は少数であ
ることから、災害時の自主防災組織の活動をより強固なものとするため、ご要望にある
とおり、災害時に知識を備え、先導するリーダーとなりうる存在である防災士を養成し
ていくことが非常に重要であると考えております。
　このことから、本市では、従来ある黒石市自主防災組織育成補助金を拡充し、自主防
災組織に対して防災士の養成に係る受講料などの費用について、新たに補助対象とする
予定としております。

要望事項 ２ 防災士養成講習会の助成制度の創設について（新規）

担当課・機関名 　総務課



要
望
事
項
の
内
容

　
　黒石市制度融資については、当該保証料を市が負担していることで地域事業者の資金
繰り円滑化とともに、経営の安定に寄与しています。
　しかしながら、青森県信用保証協会弘前支部管轄内（弘前市、黒石市、平川市、西目
屋村、藤崎町、大鰐町、田舎館村）で、保証料給付の認定要領があり、認定書の交付が
必要となっている自治体は黒石市のみです。
　本制度融資利用促進のためにも、利用条件の緩和について隣接する他市町村同様、保
証料給付の認定基準を保証制度要綱に追加し、認定要領の撤廃を要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　市独自の特別保証制度は、小口資金特別保証制度と事業活性化資金特別保証制度があ
り、貸付金額、保証期間、貸付利率が異なります。事業活性化資金特別保証制度では、
保証料の給付を受けるための認定要領を定めており、その中で認定基準を直近３か月の
売上高又は経常利益の平均が、前年同期の売上高又は経常利益平均との比較で５％以上
減少していることとしています。
　この認定基準は、本市が独自に定めているものですが、経営状況が特に悪化している
事業者が本融資制度を活用し、経営改善に努めていただくためです。
　しかしながら、認定申請書の作成に時間と労力を要し、急な運転資金調達に対応でき
ないとの意見があるとともに、業種や事業規模、事業サイクルなど各事業者において形
態が異なること、前年と当該年における短期間の経営状況による評価など、認定基準を
もって真に経営状況を判断する指標となり得るのか難しい状況があります。
　これらのことを勘案し、公平性及び透明性が確保され、事業者がより活用しやすい制
度に見直す予定です。

要望事項 ３ 黒石市制度融資利用条件の緩和について（継続・一部変更）

担当課・機関名 　商工課



要
望
事
項
の
内
容

　
　全国的な少子高齢化による人口減少は黒石市でも進んでおり、比例して中小企業者
（雇用者）も減少している。
　黒石市では、創業５年未満の創業・企業者への支援として「黒石市創業相談ルーム」
を開設し、「黒石市商店街空き店舗対策事業補助金」と併せて支援しています。
　相談者も増加傾向で好評であることから、「黒石市創業相談ルーム」並びに「黒石市
商店街空き店舗対策事業補助金」の継続と更なる充実を図ることを引き続き要望しま
す。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　市では、県や商工会議所と連携して創業・起業支援として創業セミナー及び創業相談
ルームを開催するとともに、中心商店街空き店舗対策事業を実施しています。
　創業セミナーは、創業・起業の専門的知識を有する方を講師として、経営、財務、人
材育成、販路開拓の４分野に関する知識習得を支援しており、平成２９年度、平成３０
年度の２か年で２６人が受講しています。
　創業相談ルームは、セミナーと同様に専門的知識を有する方が、創業に向けたビジネ
スプランの構想段階から創業初期まで、直面する課題解決に向けた総合的な支援をして
おり、平成２８年度から平成２９年度の２か年で５５人が相談に来られ、１４人（うち
黒石市７人）が起業に至っています。また、平成３０年度は３１人が相談に来られ、７
人（うち黒石市３人）が起業に至っています。
　中心商店街空き店舗対策事業は、商店街の賑わい創出のため、空き店舗を活用し新規
出店する事業者に対し改装費や家賃を助成しており、平成２６年度から平成３０年度の
５か年で１２人が出店しています。
　各支援策は事業効果が現れており、創業・起業、そしてまちの活性化に寄与している
ことから、関係機関の協力を得ながら継続して実施してまいりたいと考えています。

要望事項 ４ 地域産業振興・雇用拡大につながる事業について（継続）

担当課・機関名 　商工課



要
望
事
項
の
内
容

　
　成人式参加者に対して、例年アンケートをとっているとのことですが、これまでどの
ような設問であったのか、また各年の集計結果を開示してほしい。
　近年中心市街地から離れている津軽伝承工芸館で開催していることによって、多くの
市民は成人式行事の雰囲気を共有することができずにいます。冬のこみせを新成人の
スーツ、着物姿で歩く風情がノスタルジックシティ黒石の源なのではないでしょうか。
こみせを中心とした町づくりを推進する黒石市の成人式が、新成人にとって故郷と向き
合うきっかけになるよう望みます。
　中心市街地での開催において人的支援が必要であれば成人式実行委員会を立ち上げ、
関係機関に支援を依頼するなどして中心市街地での開催を検討することを再度要望しま
す。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　昨年度は、貴会議所においてスタッフの協力をするということを受け、具体的な打ち
合わせをしようとしたところ、３０年度についてはスタッフ協力等の体制が整っていな
いとのことから、成人式を例年どおり「津軽伝承工芸館」で開催いたしました。
　今回は、貴会議所においてもスタッフの協力が可能であるということから、予算の削
減を図りながら「スポカルイン黒石」を会場として検討しており、打ち合わせ会議を６
月に実施したいと考えているところであります。
　昨年度もアンケートの内容・結果について提出しておりましたが、今年度の内容を追
加したものは別紙のとおりとなりますのでご高覧ください。

要望事項 ５ 成人式の中心市街地での開催について　（継続）

担当課・機関名 　社会教育課



要
望
事
項
の
内
容

　
　大鰐浪岡線は、大鰐町を起点とし、平川市・黒石市を経由して青森市と結ぶ重要路線
である。近年、沿道の商業集積や通過交通の流入などによる交通量増加に伴い、慢性的
に交通渋滞となっている。
　この、交通渋滞を解消するため、更なる拡幅工事と本路線東側バイパス路線を含む黒
石環状線（都市計画３・４・７　巾１６ｍ　延長７，１７０ｍ）の整備促進を図ること
を引き続き要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　主要地方道大鰐浪岡線の交通渋滞緩和対策における県の見解としては、当面、山形町
等の交差点７箇所に設置した右折レーンによる対応および寿町から国道１０２号までの
区間の信号機の調整による対応が交通渋滞緩和対策と示されております。
　また、この交通渋滞緩和対策にかかわる都市計画道路３・４・７黒石環状線の整備状
況について、平成２５年度から角田・柵ノ木三丁目区間９０６ｍに着手していますが、
交付金の配分状況が依然厳しく、完成までは相当数の年月が想定されます。このことか
ら、通学路の安全確保および一部渋滞緩和の観点から、当該区間のりんご研究所より黒
石中学校へ向かう交差点までの３６０ｍ区間において、２０２４年４月の一部供用開始
を目指し事業を進めております。
　一方で、交付金配分額の適正化および当該路線東側に位置する県道弘前田舎館黒石線
から国道１０２号までの区間における浅瀬石川を跨ぐ長大橋の建設等、財源および技術
面の課題を鑑み、津軽南市町村連絡協議会を通じ、県に整備の要望を継続しておりま
す。

要望事項 ６ 大鰐浪岡線の交通渋滞と黒石環状線の整備促進について（継続・一部変更）

担当課・機関名
　土木課
　都市建築課



要
望
事
項
の
内
容

　
　市では黒石市工場等設置奨励条例により、製造業・運送業等の工場を有する企業を対
象に固定資産税の課税免除や雇用奨励金給付等を行い企業誘致を促進しているが、市内
宿泊施設の数が不十分で来訪者の宿泊需要に対応できていない状況がある。特に市内に
はビジネスホテルがなく、来訪者は近隣市町村のホテルを利用することが多い。
　宿泊施設を確保することにより、観光客や市内企業を訪れるビジネス客、工事関係者
等の集客が見込まれ、宿泊者の消費支出による街の賑わいや雇用の場の創出に繋がると
期待されることから、宿泊業を対象とした「優遇税制」や「新規開業支援資金」等の施
策を講じて、宿泊施設の企業誘致活動を実施することを引き続き要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　平成２９年度に実施した市民意識調査では、観光地として市街地に宿泊施設が不足し
ていると多くの意見があり、また誘致企業訪問の際にも、各方面から商談等に来られた
方の宿泊する場所がなく不便との意見をいただいています。
　市内には旅館や民宿などはありますが、ビジネスホテルがなく、特に市街地では、民
泊ができ始めていますが、全体として収容力が不足しているとともに、多様なニーズに
対応できない状況です。
　黒石市を訪れた人が宿泊し滞在時間が延伸することは、消費拡大とともに黒石を堪能
いただく時間が増え、リピーター増加や多方面への情報発信につながるものと考えてい
ます。
　市では、今年策定した中心市街地活性化基本計画に、構想に合致した民間事業者の宿
泊施設建設計画に位置づけることにより、国の補助を受けることが可能となる条件整備
を行い、早期建設に期待しているところです。
　市独自の宿泊業を対象とした「優遇税制」や「新規開業支援資金」の施策は考えてい
ませんが、国や県の補助金等の情報提供及び申請手続きの支援を行ってまいります。
　観光施策では、平成３１年度に黒石温泉郷誘客促進事業として同温泉郷エリアのＰＲ
を強化することとしています。同事業では、黒石温泉郷のブランドを構築し広く情報発
信するほか、宿泊事業者等を対象にしたクレジットカード・ＱＲコード決済の導入支援
や、温泉客舎再生・宿泊施設改修等の資金調達面での検討を含めた調査に着手すること
としており、国内外の観光客が泊まりやすい環境づくりを目指します。

要望事項 ７ 宿泊施設の誘致活動の実施について（継続）

担当課・機関名
　商工課
　観光課



要
望
事
項
の
内
容

　
　黒石市内の路上が、カラスの糞で汚れている箇所を多く見かけます。黒石市を訪れる
観光客はもとより、市民の目から見ても決して良いものではなく、黒石市の景観が損な
われていることが大変残念でならない。
　平成２８年度「黒石市鳥獣被害防止計画」では、カラスの捕獲計画数が平成２９・３
０・３１年度は各１００羽となっている。しかしながらカラスの個体数は減少していな
いように感じている。カラス被害を減らすには地域全体で対策に取り組んで、カラスに
エサ場を提供しない地域づくりを進めることも重要であると考えます。また、一部地域
の、野良猫による糞・尿の悪臭に周辺住民が困っている。人が猫にひっかかれたり嚙ま
れることによる、感染症等も懸念される。また、症例は少ないが、最悪死亡という報告
もある。
　そこでカラスに関しては、捕獲数の増加と市民への呼び掛け強化を要望します。ま
た、野良猫に関してはエサを与えない呼びかけを、引き続き広報・HP等で周知していく
ことを要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　カラス対策については、市街地の生活環境向上と農林水産業等に係る被害防止の2つの
観点があります。
　まず、市街地に飛来するカラス対策として、「箱わな」による捕獲については、設置
場所の確保、並びに作業員の確保が難しいこと、捕獲を実施している自治体の実績・効
果などの状況や費用対効果から、「箱わな」設置による捕獲は断念し、「餌断ち」「追
い払い」を主軸とした対策を講じております。本年度、実証実験段階ではありました
が、カラスが忌避する音を発生する「防鳥スピーカー」設置と、ＬＥＤライトによる追
い払いの取り組みを実施したところ、実施した区域に集まるカラスの数が激減したこと
から、来年度はその範囲を拡大し、実施することを計画しております。
　次に、黒石市鳥獣被害防止計画における対象鳥獣の捕獲計画等については、農作物被
害の軽減を図ることを第一義としており、カラス対策にあっては銃器を用いる手法をと
ることから、その安全性を確保するため、農用地帯において、作業従事者のいない早朝
の時間帯に限って、捕獲及び追い払いによる防除活動に取り組んでいる現状でありま
す。
　このような状況を踏まえ、市では近隣自治体と連携し、平成３１年度より青森県農林
水産部が主体となって実施予定であるカラスの行動域調査に参画する予定としており、
この調査で得られた成果を基に、以降のカラス対策をより効果的に進める方策を研究し
ていく考えです。
　以上のことから、被害防止計画におけるカラスの捕獲計画数に関しては、関係法令等
に照らし、生息数の増減、農林水産業への被害の発生状況等を踏まえた適切な保護管理
対策を念頭に設定することとし、併せて、被害低減に向けた市民への普及啓発に取り組
んでまいります。
　野良猫対策については、野良猫発生の温床となり得る、多頭飼育の放し飼いを行って
いる飼い主について、弘前保健所と連携し、訪問指導等を実施いたしました。また、野
良猫が多く生息している地域周辺の町内会へ、弘前保健所と共に啓発チラシの配布や、
対処・相談連絡先の周知を行っております。
　今後も青森県動物愛護センター、並びに弘前保健所との協力・連携を図り、可能な措
置を継続しつつ、これまでの広報での野良猫への無責任な餌やり防止の呼びかけ、看板
設置を継続するなど、市民の方々への呼びかけをしてまいります。

要望事項 ８ カラス・野良猫対策について（継続・一部変更）

担当課・機関名
　市民環境課
　農林課



要
望
事
項
の
内
容

　
①黒石よされの開催・運営にあたり、観光客の受け入れ体制（トイレ・駐車場・照明）
の不備や関連設備の老朽化、また祭り参加に係る個人の負担増による参加市民の減少な
ど、多くの問題を抱えている。「黒石よされ」が昔の活気を取り戻すよう、黒石を代表
する市の祭りであるとの認識のもと、さらなる支援を要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　当市随一の祭りのひとつである黒石よされは、少子高齢化や人口減少など様々な社会
情勢の変化に伴い、参加人口の減少からも昔のような活気は薄れつつあると感じており
ます。
　こうしたことから、今年度は黒石よされを観光コンテンツとして充実させるため、
「黒石よされブラッシュアップ事業」と称して、首都圏のイベントで踊りを披露、県外
イベント参加団体を対象とする活動経費への補助制度を創設し県外向けＰＲを強化した
ほか、よされ衣装の無料貸付に加え流し踊り当日の着付けサービスも始め、観光客の方
がよされの浴衣で参加できる受入態勢を整えるなど事業を展開し、知名度向上と参加者
増加に取り組みました。これらを継続することで当市の誇る祭り「黒石よされ」が浸透
し、本番の祭りへの参加者の増加を期待するところであります。
　一方で黒石よされ事業に対する更なる財政的支援は難しいことから、経費の再精査や
今年度実施したクラウドファンディング等財源確保の手法について実行委員の一員とし
て検討してまいります。
　黒石よされは、年齢、男女に関係なく誰でも参加できるところが魅力であり、黒石市
まち・ひと・しごと創生総合戦略でも、地域と見物客が一体となって楽しめる参加体験
型のまつりと位置付けております。黒石よされが当市の誇る祭りであるという意識醸成
も図りながら、参加者も見物客も楽しめる活気みなぎる祭りの環境整備を推進したいと
思っております。

要望事項 ９ 国内外からの観光客に対する受入体制及び誘客の強化について（継続・一部変更）

担当課・機関名 　観光課



要
望
事
項
の
内
容

　
②金平成園は現在、春・夏・秋に公開期間をそれぞれ設定していますが、観光客に対し
てこみせ通りと並ぶ新たな観光の拠点として提案できるよう可能な限り通年での公開を
要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　金平成園は、貴重な文化的財産であり重要な観光資源でありますが、個人の所有物で
あり、所有者が公開を企画・運営・管理しているものです。
　この度の要望を所有者に伝えたところ、所有者からは『金平成園の一般公開について
は、入園者数の状況や管理体制などに大変厳しいものがあり、今のところ通年公開は厳
しいと考えている。平成31年の公開についても、平成30年度程度にできればいいと考え
ている。』と回答を頂いたところです。
　これまでも教育委員会では、一般公開の拡充に向けた働き掛けを行うとともに、ＳＮ
Ｓやホームページ、ポスター、チラシによるＰＲ協力を行って参りました。また、今年
度からは、歴史文化専門員を設置して一般公開等に向けた連絡調整及び施設の維持管理
を支援し、一般公開の機会を増やすよう図っております。
　今後も、通年での公開を実現するべく一日でも多く開園していただけるよう働きかけ
を継続するとともに、金平成園の文化的価値を高めて広く伝播し、観光的魅力向上が図
られるよう努めて参りたいと考えております。

要望事項 ９ 国内外からの観光客に対する受入体制及び誘客の強化について（継続・一部変更）

担当課・機関名 　文化スポーツ課



要
望
事
項
の
内
容

　
③現在、市外から市内への案内は十分なされているが、一方通行の多い市内の案内が不
十分です。また、外国人観光客の増加に対応する英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓
国語などの外国語表示の街路案内板も必要な状況となっています。市内の一方通行を分
かりやすく誘導する街路案内板と外国語表示の街路案内板の充実を要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　昨今増加し続ける訪日外国人観光客は増加の一途を辿っており、本県においての外国
人観光客宿泊数の伸び率は昨年全国トップレベルを記録しました。当市においては、平
成２７年７月にオープンした黒石駅前観光案内所を訪問した外国人観光客は平成２９年
には４５８人と前年比約3倍となっているほか、市内宿泊施設の外国人観光客宿泊数も前
年比１．５倍と増えております。
　また平成２８年度から外国人観光客の受入環境整備を図るため、市内事業者を対象に
インバウンド観光勉強会を継続してきましたが、事業者間の意識醸成の機運が高まり、
お互いの連携や課題解決に向けたチームが結成されたところです。
　英語表記された市内誘導案内板を主要位置には設置していますが、一方通行の街路案
内板や多言語街路案内板は未だ対応されていないのが現状です。
　来年度、更なる受入環境体制を整えるため、「語学指導等を行う外国青年招致事業
（ＪＥＴプログラム）」を活用して国際交流員（ＣＩＲ）を任用予定としており、イン
バウンド推進の担い役として多様な活動を実施してもらう中で、外国人目線でのわかり
やすい案内表示を提案してもらい、まずは英語による表示から今後検討してまいりま
す。

要望事項 ９ 国内外からの観光客に対する受入体制及び誘客の強化について（継続・一部変更）

担当課・機関名 　観光課



要
望
事
項
の
内
容

　
④近年、外国人観光客が増加している中、市内には和式トイレが多くみられます。外国
人観光客のみならず高齢の日本人観光客のためにも、公衆トイレの洋式化を要望しま
す。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　市内の観光施設におけるトイレの設置状況ですが、虹の湖公園内一部、中野もみじ山
（観楓台脇）を除き、全ての施設に洋式トイレは設置されております。今年度は県の対
応で中野もみじ山付近にある「やすらぎの駐車帯」の洋式化工事も完了したところであ
り、来年度は虹の湖公園内（ステージ脇）トイレの改修を進める予定としています。施
設内は全てが洋式ということではなく和式トイレも混在はしておりますが、特に公衆ト
イレでは和式も残してほしいという声も聞こえており、全ての洋式化はしていないのが
現状であります。
　今後は、まだ洋式化されていない施設の改修について、国や県の助成制度も活用しな
がら対応をすすめていきたいと考えております。

要望事項 ９ 国内外からの観光客に対する受入体制及び誘客の強化について（継続・一部変更）

担当課・機関名 　観光課



要
望
事
項
の
内
容

　
　現在、黒石市内で観光地などの交流人口の多い場所（屋外）に、広域で公衆無線ＬＡ
Ｎを常設しているところはありませんが、観光客等の利便性を高め、ＳＮＳ等でどんど
ん黒石市の魅力を発信して頂く仕組みが必要であると考えます。
　つきましては、地域外からの来訪者を増やすためにも黒石市内観光地等交流人口の多
い屋外に広域で公衆無線ＬＡＮ設置を検討して下さるよう要望します。

要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

　
　市内の公共施設における公衆無線ＬＡＮは、現在、市役所駐車場、津軽伝承工芸館、
津軽こみせ駅、虹の湖公園、松の湯交流館に常設しているほか、紅葉時期には中野もみ
じ山の臨時観光案内所にも期間限定で設置しています。また、一部飲食店など民間事業
者等でも公衆無線ＬＡＮを設置している状況が見受けられます。
　近年、外国人観光客も増加傾向にあることから、市としても国内外から訪れる観光客
の利便性向上のため、屋外での広域公衆無線ＬＡＮの設置は有効であると認識しており
ますので、今後、設置エリア、導入整備費用、維持管理費用等を含めて調査検討してま
いります。

要望事項 １０ 黒石市内の観光地における公衆無線ＬＡＮの設置について（新規）

担当課・機関名 　観光課


